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	美馬市美馬町郡里廃寺跡

美馬寺町を構成する四カ寺

	美馬市美馬町








　郡里廃寺跡は、白鳳時代（一三〇〇年前）に創建された県内で最も古い時代の寺院跡で、昭和五一（一九七六）年に国史跡として指定されている。これまでの発掘調査によって塔跡、金堂跡や寺域の全容が判明しており、塔と金堂を東西に並べた法起寺式の伽藍配置であることが明らかになっている。寺域の北東部には樹齢七〇〇年の大銀杏がデンと聳える。現在、国史跡指定五〇周年事業として寺域四ヘクタールに芝生を張り付けた整備が進められていて、ほぼ中央部に金堂の礎石を配置した金堂跡が再現されている。令和八年十月に史跡公園として完成予定で一般公開される。
　駐車場はないが、道の駅「みまの里」の南東、県道十二号を隔てた場所でべんりになった。
　郡里廃寺跡から徒歩五分圏内に四つの寺院がある。
　願勝寺は真言宗御室派で、国登録有形文化財である八脚門（明治時代）、本堂の前には、西国三十三カ寺の観音像が並ぶ。また、裏手には天龍寺と同一手法の滝組みの県指定名勝「願勝寺庭園」（石庭）がある。本堂横には県内最古とされる「美馬郷土美術館」が併設されていて、貴重な仏像や美術品、郡里廃寺跡から発掘出土した土器、石器、瓦などの品々が展示されている。それぞれが圧巻で歴史ファンにはたまらないものばかりである。
　その東隣が浄土真宗の安楽寺である。歴代守護の庇護のもとに勢力を拡大、最盛期には四国各地に八十余寺の末寺を有したそうだ。国登録有形文化財の丹塗り二重門（江戸時代中期）、本堂（昭和初期）、鐘楼（明治時代）、書院（大正時代）と平成八年に設けられた県内唯一の能舞台がある。能が演じられるときはぜひ訪れたい寺である。
　西教寺は安楽寺の北側に位置し、同じく浄土真宗で、安楽寺十代住職正宗の隠居寺として建立されたといわれている。安楽寺と同様の格式があり、阿波と讃岐に十カ寺の末寺を持つ。国有形文化財である本堂（江戸時代後期）、薬医門（江戸時代後期）、経堂（昭和初期）があり、境内の石庭は古い時代の寺院建築と調和して、美しい景観を有している。
　林照寺も浄土真宗で、室町時代の八代住職・願証の弟の林証が開祖したと伝えられる。総桧造りの向唐門の山門から境内に入ると大銀杏がそびえ、秋には寺院と黄色のコントラストが美しい。毎年、十一月上旬には半世紀以上の歴史を持つ菊花展が開かれ、ファンを喜ばせる。
　「段の塚穴」は美馬寺町の約二キロ北に位置し、郡里廃寺より百年古い時代に築かれた二つの古墳の総称で、内部がドーム状で、この地域が郡衙の中心であったことがうかがえる遺跡である。　　　　　　　　　　　
記：横井知昭
　　徳島自動車道の美馬インターより車で五分
　　車は道の駅「みまの里」に駐車が便利です。
例　句
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